
2024 年 3 月 18 日 

臨床データ利用のお願い 

 

海南病院では、以下の研究を実施しています。本研究の対象者に該当する可能性のある方

で、カルテ情報を研究目的に利用されることをご希望されない場合などお問い合わせがあ

りましたら、お手数ですが以下の問い合わせ先にご連絡ください。 

  

1. 研究課題名 

｢災害時に NICU から避難が必要となる患者数と重症度(トリアージ分類)の調査｣ 

 

2. 研究責任者 

海南病院小児科  六鹿泰弘 

 

3. 研究の概要 

  大規模な災害が発生すると NICU(新生児集中治療室)を持つ病院も被災し、ライフライ

ンの途絶、建物の倒壊などの可能性があり、病院機能が維持できなくなることがあります。

NICU に入院している子どもたちは、その中でも特に脆弱であり、このような状況が即生命

維持に直結します。愛知県全体としての NICU 入院数は年単位で把握されていますが、今、

この瞬間に大規模災害が発生した際、どれくらいの重症度のお子さんが何人ぐらいどこの

NICUに入院しているのかについては把握ができていません。 

重症度の把握にはトリアージというスコアを使います。従来使用されてきた 5 段階のト

リアージ(図 1)では、患者さんの重症度を十分に把握しきれないことが指摘されており、私

たちは新しい 12 段階のトリアージを開発しました（図 2）。私たちの病院では普段、災害

への備えとして毎日 NICUのこどもたちにこの 2つのトリアージを行っています。しかしな

がら、現時点では実際の災害時にどのようなトリアージが有効なのかは明らかになってい

ないため、今回の調査で改めて検証できればと考えています。   

このような基礎データが揃うことで、愛知県全体の被災時の対策を考える際に、具体的

な方略を考えることができるようになります。また、愛知県は全国の中でも比較的人口規

模が大きく、当県でのデータを元に、他県あるいは世界の状況を類推することが可能とな

り非常に意義があると考えています。 

 

 

 

 

 

(図 1) 従来のトリアージ法       (図 2) 新しいトリアージ法 



研究方法 

①対象となる患者さん 

西暦 2022 年 10 月 1 日から西暦 2023 年 9 月 30 日までに当院 NICU、GCU に入院された

患者さん 

②使用する試料等 

 残余検体：使用しません 

 カルテ情報：以下の医療情報を電子カルテから収集します 

 ・基本情報：出生週数、出生体重、修正週数、 評価当日もしくは直近の体重、 

日齢、バイタルサイン(心拍数、血圧、呼吸数)、入室時診断名  

 ・関連項目：人工呼吸（有無、呼吸器の種類、設定）、循環薬剤（種類、使用量）  

その他使用している薬剤 、使用しているデバイス  

 

4. 個人情報の取扱い 

貴重な患者さんの個人情報は、「個人情報保護法」及び「人を対象とする生命科学・医

学系研究に関する倫理指針」など各種法令に基づいて管理します。また、研究成果は

学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用し

ません。 

 

5. 問い合わせ先・相談窓口 

JA 愛知厚生連 海南病院 小児科  六鹿泰弘、小久保稔 

電話：0567-65-2511（代表） 

 


